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札内川流域 におけるケショウヤナギ成木の死亡例

丹 羽 真 一・1)・渡 辺 展 之1)・ 渡 辺 修1)

CharacteristicsofdeadtreesofaC乃05θ η∫α α7ゐ躍 〃b1'αforestinSatsunaiRiverarea,

Hokkaido,Japan

NIwAShin-ichi1),WATANABENobuyuki1)andWATANABEOsamu1)

は じ め に

ケショウヤナギは,生 育地が限られるために環

境庁(2000)の レッドデータブックで絶滅危惧II

類(VU),北 海道版 レッドリス ト(2000年 発表)

の稀少種(R)に 該当する稀少植物である.本 種

の主な生育環境は河川の中 ・下流域の河畔である

ことから人為影響を極めて受けやす く,護 岸 ・堤

防工事や河川敷の農地 ・公園利用などによって生

育地が急激に減少 ・改変されつっある.ま た,更

新には河川裸地(氾 濫原)が 不可欠であるため

(渡辺 ほか1999b),上 流のダム建設による流量

調節が及ぼす将来的 ・長期的な影響 も危惧される.

しかも,長 野県上高地の生育地を除いてほとんど

が保護区(自 然公園)外 であり,今 回調査 した札

内川流域 も例外ではない.こ のような状況から,

本種に対 しては実効性のある保護策はほとんど講

じられていない.

本種の生態にっいては,そ の更新特性が次第に

明らかになってきている.新 山(1989)は,流 域

レベルの調査から本種が礫の大きい流域に偏 って

分布することを指摘 したが,一 つの氾濫原の中に

おいても礫分布と対応 した出現をすることが分かっ

てきた(渡 辺ほか1999b).ま た,氾 濫原 に生 じ

た稚樹群の追跡調査か ら,本 種は低木 ・亜高木性

のヤナギと比べて初期成長が著 しく大きいことも

分かった(渡 辺ほか2001).し かし,他 の生活段

階における特性についてはいまだ不明な点が多い.

今回,札 内川中流域のケショウヤナギ林におい

て,本 種および混生す る他の広葉樹の成木(繁 殖

段階に到達 した個体)の 枯死形態を観察 した.本

種の場合,生 育段階の初期には個体間競争 による

密度依存的な枯死,後 期には河川の増水という物

理的要因による枯死が多いと考え られるが,増 水

によらない成木のまとまった枯死木が観察された.

そこで,そ の特徴を報告し,枯 死要因を考察する.

調 査 方 法

1997年4月29日 に,中 札内村上札内地区の札内

川中流域の河畔(右 岸 ・堤外)に おいて,調 査を

行なった.本 地区はケショウヤナギ小 ・中径木が

優占する河畔林が発達する(渡 辺ほか1999a)が,

河道寄りはやや疎林になっている.

林内(約1ha)を 踏査 しなが ら枯死木を見っ

け,種 名 ・枯死形態 ・胸高周囲長を記録 した.本

調査の主目的は成木の枯死形態を明らかにするこ

とであったが,小 さい個体(樹 高1.3～3m)に

っいても枯死 していた場合は同様に調査 した.な

お,種 を同定できないものにっいては属 レベルで

記録 した.倒 伏 している個体の胸高周囲長は元の

地際部か ら1.3mの 位置で計測 し,萌 芽 している

ものはそれぞれ計測 した.枯 死形態は,幹 折れ ・

根元折れ ・根返り ・立枯れに分類 した.折 れた部

位が高さ1.3mよ り上のものを 「幹折れ」,下 のも

のを 「根元折れ」とした.ま た,倒 伏 している枯

死木にっいては,梢 の向いている方角をクリノメー

タによって計測 し記録 した(立 ち枯れ木について

も傾斜 しているものは同様 に計測 した).萌 芽 し
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ているもので幹によ って倒伏方向が異 なる場合

(1株 のみ)は,そ れぞれ方位を計測 した.

なお,今 回調査 した枯死木は同一年に枯死 した

ものだけでなく,さ まざまな時期に枯死 したもの

が含まれていると思われる(数 年間程度).ま た,

幹折れ ・根元折れには立ち枯れ後に倒伏 したもの

も少数含まれる可能性 もある.

結 果

7種72個 体(本)の 枯死木を調査 した(表1).

この うち,ケ シ ョウヤナギが29本(40%)と 最 も

多 く,次 いでオ ノエヤナギが18本 だ った.そ れ ら

以外 の種 は各1～2本 だ った(種 不明の ヤナギ属

が18本).枯 死 形態 と して は,立 ち枯 れ が55本

(76%)と 最 も多 く,次 いで幹折 れ ・根返 りがそ

れぞれ7本(10%),根 元折 れが3本(4%)だ っ

た(図1).枯 死 木 の胸 高直径 は5～10cmの 階 級

が もっと も多 く(平 均8.3cm),最 大 はケ シ ョウ

ヤナギの26.4cmだ った(図2).サ イ ズが小 さい

ほど立 ち枯れ木 の割合が高 く,大 きいほど根返 り

な どの割 合が増加 した(図3).枯 死 木 の倒伏方

向 は東方 向(90。 前 後)に 著 しく集 中 して い た

(図4).

考 察

枯死木の種組成や各種の本数比 は,現 存 してい

る林分構造(渡 辺ほか1999a)を おおよそ反映

したものといえる.

全般に立ち枯れが多か ったが,特 にサイズが小

さいほどその割合が高か ったことから,こ れらの

直接的な枯死要因としては周辺個体 との光をめぐ

表1.樹 種 別 の 枯 死 状 況

Table1.Trendsofdeadtreesofeachspecies.

平均直径 主な死亡本数

(cm)要 因

る競争のス トレスと思われる.そ れ以外の枯死木

はほとんど東向きに倒伏 していたことから,こ の

地域の卓越風である西寄 りの山越えの強風(大 川
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1992)に よって倒されたと考えられる.倒 伏 した

枯死木は河道寄りの疎林部に多 く(下 ろし風は河

道 に沿 って強 く吹 きやすいのかもしれない),大

きな個体 に多かったことか ら(胸 高直径で15cm

以上),風 を受 けやすい2っ の条件が重なってい

ると思われる.成 木でも氾濫以外に風倒によって

死亡することが確認 された.ま た,こ うした場所

では更新木 もほとんどないことから,風 倒が続 く

と疎林の傾向が強まるものと思われる.

ただ,今 回の調査地に隣接 した場所でケショウ

ヤナギ優占林のモニタリング調査を行なっている

が,そ れによると林冠が閉鎖する林分内では胸高

直径が20cmを 超える枯死木でも立ち枯れの割合

が高 く,風 倒 は起 きていない(渡 辺ほか2001) .

したがって,林 分構造,特 に立木密度によって枯

死形態の頻度 も変化すると思われる.

今回は予備的にケショウヤナギ林構成木の死亡

形態を調査 したが,今 後はモニタリングのデータ

にもとついてこの結果を検証 していきたい.ま た,

ケショウヤナギ以外が優占する河畔林においても

死亡形態の調査を行ない,比 較を通 してケショウ

ヤナギ林の死亡形態の特徴を明 らかにしたい.

には深 く感謝申 し上げる.
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Summary

TheSatsunaiRiverisoneofthemaintributariesoftheTokachiRiver,

centralHokkaido.Weinvestigateddeadripariantrees,e.g.α03ε η'ooγ ゐ吻b1'o,

inthemiddleareaintheSatsunaiRiver.Inoursurvey,species,dbhsize,dead

type,anddirectionoftreesfallenbywindwererecorded.

Intotal,72deadtreeswerefoundinaboutlha.Ofthem,C.oγ ゐ班 〃b1'αwasthe

mostdominatedspecies,and3α1∫x30c乃 α伽 εη3∫5wasnextspecies.Frequency

distributionofdbhsizerangedfromO.8to26.4cm,andhadmodein5-10cm.

Treesblightedwithstandingwerethemost,however,proportionoftheothers,

suchasuprootedortrunk-brokentrees,washigherasthesizewaslarge.

Almosttreesthatwereblowndownwereinclinedtotheeast.Thesesuggest

thatsmalltreestendtodiethroughcompetitionforlightamongsurrounding

othertrees,andthatlargetreestendtobefallendownbywind.


